






要約：小児慢性神経疾患の実態把握は、殆どなされていない。神奈川県立こども医療セン

ター神経内科へ治療のため毎月来院する慢性神経疾患のうち、大島分類 1～4に該当する者

は 190 名あり、横浜市の在宅児の 41.6%、県域の 19.1%に相当し、白血病以上の集中を見た。

この 190 名の病因・病名を調べ、新たに小児慢性特定疾患(以下、「小特」)指定の疾患の頻

度をみた。また、挿管・呼吸管理・ICU 治療を要した重篤な神経疾患も併せ調査し、今後、

「小特」神経・筋疾患区分に含めたい疾患につき言及した。 


